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第
一
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
問
題

　

個
人
情
報
保
護
の
一
元
化
で
、
自
治

体
の
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
約
す
る

も
の
。
政
府
の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
入

口
に
個
人
情
報
の
集
積
を
し
、
情
報
連

携
に
歯
止
め
が
な
い
こ
と
等

第
二
に
地
方
自
治
体
の
侵
害
の
問
題

　

現
行
の
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
で
も
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
（
仕
様
変
更
）
を
認
め
な
い

こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
「
情

報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
・
集
約
の
推

進
」
で
、
自
治
体
は
国
が
つ
く
る
鋳
型

に
収
ま
る
範
囲
の
施
策
し
か
行
え
な
い

こ
と
に
な
り
兼
ね
な
い
等

第
三
に
国
民
生
活
へ
の
影
響

　

個
人
預
貯
金
口
座
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ひ
も
付
け
な
ど
を
盛
り
込
も
う

と
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

消
費
税
増
税
を
前
提
に
、
国
民
の
所

得
・
資
産
・
社
会
保
障
給
付
を
把
握

し
、
徴
収
強
化
と
社
会
保
障
費
の
削
減

を
進
め
る
も
の
で
廃
止
す
べ
き
で
す
。

第
四
に
官
民
癒
着
の
問
題

　

デ
ジ
タ
ル
庁
は
今
年
九
月
に
設
置
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
企
業
に
籍
を
置
く

一
〇
〇
人
以
上
の
非
常
勤
職
員
を
配
置

す
る
が
、
特
定
企
業
に
都
合
の
よ
い
政

策
の
推
進
や
ル
ー
ル
作
り
、
予
算
の
執

行
等
、
官
民
癒
着
拡
大
の
恐
れ
が
あ
る

な
ど
以
上
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
小
田
原
市
は
こ
の
三
月
定
例

会
で
は
デ
ジ
タ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
謝
礼
、
市
デ
ジ

タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
負
担
金

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
の
予
算
が
日
本
共
産
党
除
く
議

員
の
賛
成
多
数
で
可
決
成
立
し
て
い
ま

す
。

ま
た
デ
ジ
タ
ル
化
改
革
を
推
進
す
る
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
必
要
と
す

る
た
め
、
国
か
ら
自
治
体
に
大
量
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
押
し
付
け
の
予
算

が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
本
市
も
同
様
で

す
。

　

い
ず
れ
も
問
題
が
多
く
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
は
国
、
市
に
お
い
て
問
題
点
の

更
な
る
解
明
と
市
民
へ
の
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
必
要
な
調
査
追
及
を
し
、
市

民
の
個
人
情
報
保
護

等
し
っ
か
り
守
る
為

に
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。

　
そ
も
そ
も
デ
ジ
タ
ル
化
と
は
何
か
、
こ
う
尋
ね
ら
れ
る
方
が
増
え
て

き
て
い
る
。
本
市
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
菅
政

権
が
進
め
る
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
」
と
連
動
し
て
い
る
が
、
こ
の
デ
ジ
タ

ル
改
革
こ
そ
問
題
が
多
い
。
国
会
で
日
本
共
産
党
の
国
会
議
員
団
が
明

ら
か
に
し
た
の
は
次
の
問
題
点
で
す
。

と
言
っ
て
も
、
高
齢
者
の
難
聴
は
深
刻

な
問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
難
聴
に

な
る
こ
と
で
、
家
族
や
友
人
と
の
会
話

が
少
な
く
な
り
、
会
合
出
席
や
外
出
の

機
会
が
減
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障

が
い
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
、
認
知
機
能
が
、
正
常
の
聴
力

の
人
よ
り
、
三
割
か
ら
四
割
悪
化
す
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
加
齢

性
難
聴
者
に
も
助
成
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
加
齢
に
伴
い
、
難
聴
が
進
行

し
て
い
く
た
め
、
気
が
付
か
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
進
行
が
進
ん
で
か

ら
の
補
聴
器
の
装
着
に
は
、
大
変
な
苦

労
が
伴
い
、
あ
き
ら
め
る
方
も
い
る
よ

う
で
す
。
早
期
の
発
見
が
必
要
で
す
。

よ
っ
て
、
職
場
を
定
年
退
職
さ
れ
た
高

齢
者
の
方
が
、
特
定
検
診
受
診
時
に
聴

力
検
査
を
受
け
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」は
問
題

田中 りえ子田中 りえ子

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
窓
口
負
担
の 

二
割
導
入
に
中
止
・
撤
回
を

①
コ
ロ
ナ
感
染
が
広
が
る
も
と
で
、
高

齢
者
の
医
療
へ
の
受
診
控
え
が
起
き

て
い
ま
す
。
医
療
費
の
窓
口
負
担
が

二
倍
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
さ
ら

に
受
診
抑
制
が
強
ま
り
、
高
齢
者
の

い
の
ち
を
も
脅
か
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
受
診
抑
制
に
よ
っ
て
重
症
患
者

が
増
え
れ
ば
、
国
全
体
の
医
療
費
は

逆
に
増
大
し
ま
す
。

②
高
齢
者
は
病
院
に
行
く
回
数
が
多
い

の
で
、
一
割
負
担
が
増
え
る
だ
け
で

も
、
負
担
は
重
た
い
。

③
高
齢
者
の
四
割
以
上
の
方
が
二　
　
　

割
以
上
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

④
「
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
」
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
現
役
世
代
の
負
担
減
少

は
、
一
人
当
た
り
年
約
七
〇
〇
円
程

度
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
親
を
介

護
し
て
い
る
現
役
世
代
に
と
っ
て
、

親
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
増
加
が

重
く
の
し
か
か
り
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に 

公
的
助
成
を

　

補
聴
器
の
購
入
の
助
成
は
、
聴
力
が

規
定
以
下
で
身
体
障
が
い
者
の
認
定
を

受
け
た
場
合
は
、
う
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
方
、
高
齢
者
の
加
齢
に
よ
る

難
聴
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
規
定
聴

力
に
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
、
助
成
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
規
定
聴
力
に
該
当
し
な
い

陳
情
よ
り

年
金
者
組
合
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
窓
口
負
担
の
二
倍
化
に
反

対
す
る
陳
情
と
、
加
齢
性
難
聴
者
に
対
し
て
補
聴
器
購
入
の
補
助
を
求
め

る
陳
情
が
出
さ
れ
、
横
田
英
司
議
員
が
賛
成
討
論
。
賛
成
議
員
は
前
者
に

は
共
産
党
の
三
人
の
み
、
後
者
は
六
名
の
賛
成
少
数
で
不
採
択
。

橘
町
合
併
五
十
年

橘
地
域
の
民
主
的
自
治
発
展
の

た
め
橘
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
こ
ゆ

る
ぎ
の
機
能
強
化
な
ど
求
め
る

横田 英司横田 英司

後
期
高
齢
者
医
療
費
窓
口
負
担
の

二
倍
化
は
中
止
を

　

今
年
は
、
足
柄
下
郡
橘
町
と
小

田
原
市
の
合
併
五
十
年
。
橘
町
は
、

一
九
五
五
年
に
下
中
村
と
前
羽
村
が

合
併
し
て
発
足
。
近
郊
農
村
と
し
て

発
展
を
続
け
ま
し
た
が
、
屎
尿
・
塵

芥
処
理
問
題
な
ど
で
小
田
原
市
と
の

合
併
論
が
台
頭
。
一
九
七
〇
年
に
住

民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
反
対
（
町
存

続
）
が
少
数
に
。
そ
の
た
め
同
町
域

は
一
九
七
一
年
四
月
一
日
に
市
に
編
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
年
に
当
た
り
日
本
共
産

党
は
代
表
質
問
で
、
橘
地
域
の
振
興

の
た
め
周
年
事
業
実
施
や
、
橘
タ
ウ

ン
セ
ン
タ
ー
こ
ゆ
る
ぎ
に
地
域
担
当

職
員
を
配
置
し
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。
答
弁
は
何
れ
も

「
か
ん
が
え
て
い
な
い
」
と
否
定
的

な
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
下
の
地
域
運

営
を
考
え
る
と
、
旧
町
村
単
位
の
民

主
的
自
治
機
能
の
強
化
は
極
め
て

重
要
で
す
。
引
き
続
き
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
の
機
能
増
強
、
支
所
・
併
設
社

会
教
育
施
設
復

活
・
強
化
を
要
求

し
て
い
き
ま
す
。

（
岩
田 

泰
明
）

▲橘町章
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　

施
政
方
針
で
コ
ロ
ナ
対
策
の
叙
述

が
、
公
衆
衛
生
や
直
接
的
影
響
を
被
る

市
民
へ
の
支
援
な
ど
の
対
策
だ
け
で
な

く
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
ま
で
含

ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
、「
感
染
状
況

等
の
認
識
に
つ
い
て
政
府
対
策
分
科
会

の
そ
れ
に
比
し
て
緩
慢
」
と
指
摘
。

　

特
に
「
目
下
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
ピ

ン
チ
を
小
田
原
の
潜
在
力
を
開
花
さ
せ

る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
」
と
い
う
表
現
に

つ
い
て
、「
多
く
の
死
者
、
重
症
者
が

い
る
中
で
、
当
事
者
や
そ
の
家
族
、
ま

た
失
業
や
休
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
に
と
っ
て
響
く
表
現
と
は
言
い

難
い
」
と
し
、「
感
染
症
の
世
界
的
流

行
の
さ
な
か
に
あ
る
と
き
、
住
民
の
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
べ
き
地
方
自
治
体

の
最
優
先
課
題
は
、
感
染
症
対
策
に
集

中
す
る
こ
と
」
と
し
、
専
門
的
知
見
に

拠
っ
た
対
策
を
求
め
ま
し
た
。

政
治
姿
勢

　

市
長
は
、「
世
界
が
憧
れ
る
ま
ち
小

田
原
」
を
実
現
す
る
に
は
「
人
々
の
暮

ら
し
が
安
心
と
希
望
に
満
ち
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
「
そ
の
た
め
に
は
平
和
で

あ
る
こ
と
が
必
要
」
で
あ
り
、
そ
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
「
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
参
加
を
国
に
訴
え
て
い
く
」

事
を
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
市

長
は
「
平
和
首
長
会
議
及
び
日
本
非
核

宣
言
自
治
体
協
議
会
に
加
盟
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
そ
う
い
っ
た
団
体
を

通
じ
て
国
に
働
き
か
け
て
お
り
、
引
き

三
月
議
会
代
表
質
問
よ
り

　

予
算
特
別
員
会
に
お
い
て
日
本
共
産

党
横
田
英
司
議
員
は
修
正
動
議
を
提
出

し
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
。
議

会
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
再
び
日

本
共
産
党
は
同
趣
旨
に
よ
る
修
正
動
議

を
提
出
し
ま
し
た
。
代
表
し
、
田
中
利

惠
子
議
員
が
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た

が
、
修
正
提
案
と
そ
の
理
由
は
次
の
事

業
に
関
す
る
予
算
の
削
除
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
」
は
、
予
算
特
別
委
員
会
の

総
括
質
疑
に
お
い
て
横
田
議
員
が
①
個

人
デ
ー
タ
の
保
護
の
問
題
②
個
人
デ
ー

タ
の
利
用
の
合
意
の
問
題
に
つ
い
て

様
々
な
角
度
か
ら
質
疑
を
行
っ
た
。
答

弁
か
ら
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に

は
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
」「
問
題

や
懸
念
を
回
避
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

と
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
っ
た
が
、

具
体
的
な
担
保
が
示
さ
れ
な
い
こ
と
を

横
田
議
員
は
指
摘
し
た
。
事
業
推
進
の

前
に
指
摘
の
あ
っ
た
懸
案
事
項
を
深
く

検
討
さ
れ
具
体
的
な
担
保
を
示
す
べ

き
。

　
「
市
民
集
会
施
設
維
持
管
理
事
業
」

は
旧
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
分
館
、
現
上

府
中
市
民
集
会
施
設
を
解
体
撤
去
す
る

も
の
。
先
日
現
地
を
視
て
き
た
が
入
り

口
の
ド
ア
の
張
り
紙
に
老
朽
化
に
伴
い

閉
館
す
る
。
閉
館
後
は
お
近
く
の
公
共

施
設
や
地
区
公
民
館
等
の
ご
利
用
を
ご

検
討
下
さ
い
と
あ
っ
た
。
老
朽
化
と
な

る
前
に
改
修
工
事
を
す
べ
き
だ
っ
た
。

地
区
内
か
ら
離
れ
た
尊
徳
記
念
会
館
、

小
田
原
ア
リ
ー
ナ
等
へ
な
ぜ
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
不
合
理
で
あ

る
。
地
域
住
民
が
必
要
と
す
る
施
設
は

残
す
べ
き
。

　
「
学
力
支
援
事
業
」
は
学
力
・
学
習

状
況
調
査
委
託
料
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

調
査
の
委
託
料
と
な
っ
て
い
る
。
最
も

疑
問
、
問
題
と
考
え
る
の
は
、
問
題
用

紙
は
回
収
さ
れ
先
生
や
児
童
・
生
徒
の

通
期
こ
れ
ら
の
団
体
と
行
動
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
答
弁
。

新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換

施
政
方
針
は
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
チ
ェ
ン
ジ

と
も
い
え
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
」

と
時
代
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流
行
の
影

響
は
、
新
自
由
主
義
政
策
の
典
型
で
あ

る
私
的
資
本
の
利
潤
追
求
機
会
拡
大

の
た
め
に
、
公
共
部
門
を
私
営
化
し
て

行
く
と
い
う
流
れ
か
ら
、
公
財
政
を
用

い
て
福
祉
と
社
会
保
障
の
充
実
を
図
る

流
れ
へ
転
轍
」
を
起
こ
し
て
い
る
と
指

摘
。
施
政
方
針
で
強
調
さ
れ
る
「
公
民

連
携
」
が
、「
公
共
部
門
へ
私
的
資
本

の
導
入
を
優
先
課
題
」
と
す
る
も
の
な

ら
、「
新
し
い
時
代
に
古
い
歌
を
歌
う

と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
指
摘
し
た
う

え
で
、「
公
共
の
責
任
」
に
つ
い
て
の
市

長
の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。
市
長
は
、

「
先
端
技
術
の
積
極
的
活
用
や
公
民
連

携
拡
大
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
質
の
向

上
と
地
域
経
済
の
好
循
環
の
両
輪
を
廻

し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
」
と
答
弁
。
認
識
の
相
違

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下

地
方
自
治
体
の
在
り
方
に
つ
い
て
質
す

一
般
会
計
予
算
に
修
正
動
議

感
染
防
止
、暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
予
算
こ
そ

優
先
す
べ
き

　
コ
ロ
ナ
禍
下
に
お
い
て
、世
界
的
に
公
共
の
役
割
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
観
点
か
ら
、市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

岩田 泰明岩田 泰明

田
中 

り
え
子

手
元
に
残
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
こ
れ

で
は
児
童
や
生
徒
は
自
分
が
ど
ん
な

問
題
を
間
違
え
、
ど
こ
が
理
解
で
き
な

か
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。
何
を
も
っ

て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
言
わ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

新
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優
先
に
行

い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
も
本
格
的
に
始
ま
る

次
期
、
こ
の
よ
う
な
調
査
の
必
要
性
は

な
い
も
の
と
考
え
再
度
反
対
を
表
明
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
賛
成
少
数
で
否
決
。
従
っ
て

　

結
果
は
賛
成
少
数
で
否
決
。
従
っ
て

日
本
共
産
党
は
市
長
提
案
の
原
案
に
最

日
本
共
産
党
は
市
長
提
案
の
原
案
に
最

終
的
に
反
対
し
ま
し
た
。

終
的
に
反
対
し
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
バ
ラ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
連
す
る
予
算
に
は
反
対
表

明
。

　

平
和
施
策
推
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
市
が
平
和
施
策
推
進
事
業

を
続
け
て
き
た
こ
と
が
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
実
っ
た
と
評
価
。

　

学
力
向
上
支
援
事
業
（
少
人
数

指
導
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
）
に
つ
い

て
は
、
国
の
方
針
に
先
駆
け
、
本

市
の
独
自
予
算
で
、
小
学
校
三
年

生
を
三
五
人
学
級
と
す
る
も
の
。

少
人
数
学
級
に
向
け
て
の
一
歩
前

進
で
あ
る
と
評
価
。
こ
れ
に
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
小
中

学
校
に
三
〇
人
以
下
学
級
の
実
現

を
提
案
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
は
、
一
人
当
た
り
の
繰
入
金
を

増
額
し
、
保
険
料
を
減
額
す
る
も

の
。
本
市
の
財
政
力
か
ら
み
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
生
活
を
考
慮

し
、
努
力
し
た
も
の
と
評
価
。
根

本
的
に
は
、
国
の
負
担
を
一
兆
円

に
戻
し
て
、
国
保
料
を
「
協
会
け

ん
ぽ
の
保
険
料
並
み
」
に
引
き
下

げ
る
よ
う
提
案
。

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
も
、
介
護
保
険
料
の
標
準

月
額
を
値
上
げ
し
な
か
っ
た
こ
と

は
、
本
市
の
財
政
力
か
ら
み
て
努

力
し
た
も
の
で
あ
る
と
評
価
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
は
、
三
月
補
正
予
算
で
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
中
小
企
業
事
業
者

等
支
援
金
（
第
三
弾
）
」
を
市
の

独
自
予
算
と
し
て
提
案
し
た
こ
と

は
評
価
。
予
算
だ
け
で
な
く
、
本

市
職
員
の
丁
寧
な
対
応
が
、
業
者

の
み
な
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る

こ
と
も
評
価
。

　

同
時
に
、
感
染
の
リ
バ
ウ
ン
ド

の
強
い
懸
念
が
あ
り
、
変
異
ウ
イ

ル
ス
や
、
後
遺
症
の
問
題
が
あ
る

中
、
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

感
染
防
止
対
策
と
経
済
支
援
を

最
優
先
で
行
う
こ
と
が
必
要
と
指

摘
。

本
会
議
の
討
論
よ
り

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
高
齢

者
を
別
枠
の
医
療
保
険
に
囲
い
込
ん

で
、
負
担
増
と
差
別
医
療
を
押
し
つ

け
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
五
回
保

険
料
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
二
割
化

も
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
取
組
に
関
わ
ら
ず
、
制
度

そ
の
も
の
が
問
題
で
、
元
の
老
人
保

健
制
度
に
戻
す
べ
き
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、元
の
老
人
保
健
制
度
に
戻
す
べ
き


